	２４年度 第１回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年　４月１１日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、立花、長谷川、
大友、村井、引地、沼田、安彦、大山
欠席者　
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　立花、村井
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
４月１１日（水）　第１回常務理事会

４月２２日（日）　大河原講演会
４月２５日（水）　第１回理事会
４月２６日（木）　村田町講演会
５月　９日（水）　第２回常務理事会
５月１１日（金）　青葉画像研究会

５月１６日（水）　第３回スキルアップカンファレランス
５月１９日（土）　県民公開講演会、第４３回総会
５月２５日（金）　みちのく核医学の会

②議　題

協議事項
１．第４３回総会について
　①　日程について

開催日：平成２４年５月１９日（土）
時間：１４時４５分～１６時４５分

場所：せんだいメディアテーク　７階

　　　　　　　　　　　　　スタジオシアター

会場使用時間帯が１３時から１７時までのため、
県民公開講演会を１３時３０分から、総会を１４時４５分から開始する。
　②　総会資料について
　２３年度事業・収支報告について協議・確認を行った。　
　福利厚生部の事業に東日本大震災の支援金配布と日本放射線技師会からの義援金配布の報告と、広報部の

ホームページ・リニューアルの報告を追加する。
　４月２５日の第１回理事会で確認・承認を行い、４月２６日印刷、５月２日に発送を予定している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
２．会報第７８号発刊について
７月号（ＭＡＲＴ７８号）の発刊に向けて広報部内で企

画会議を開催予定。
　内容は、一般県民に対し「放射線検査の案内」・「放射能や放射線の基礎知識」・「放射線の影響」等の各種情報を提供すると共に、会員に理事会議事録や会務状況及び各部・各委員会報告、会告による各種事業・行事の案内、支部だより、会員の投稿記事等を掲載する予定である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

３．平成２４年度県民公開講演会
開催日：平成２４年５月１９日（土）
時間：１３時３０分～１４時３０分

内容：「肝臓の健康を考える」

　　　肝臓病にならないための基礎知識と治療最前線
　　　講師：医学博士　三浦　雅人

　　　　　　みやぎ県南中核病院消化器病センター長
・従来、名義後援を頂いて広報する手はずであったが、手続きを待っていると広報が遅れる。広報を優先的に考え、今回、名義後援なしでもよいか。
· 早めの広報を行なうため、名義後援なしで良いと思う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
４．フレッシュマンズセミナーについて
　日本放射線技師会より２４年度の講義内容と時間が以下のように指示された。
１）技師会紹介　　　　　　３０分
２）医療被曝関係　　　　県技師会独自　
３）感染対策　　　　　　　６０分
４）気管支解剖　　　　　１２０分
５）接遇関係　　　　　　　３０分

６）ＫＹＴトレーニング　　６０分

-　日本放射線技師会の内容に、医療被曝関係を取り入れ、協賛の形で申請する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．　医療画像情報精度管理士について

日本放射線技師会より、医療画像情報管理士を医療画像情報精度管理士に移行することが決定した。宮城県には２１名いる。東北全体で約１００名いる。県単独か他県と共同でやるか、講習会の計画をどのようにしたら良いか。
-　ＤＶＤを聴講して試験が出来る会場を確保してから

他県との共同開催を検討する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承

６．平成２４年度技術講習会について

　今年度の技術講習会を下記の日程で

「ＳＰＥＣＴの画像再構成について」を計画した。
日時：平成２４年７月１４日（土）　１３時～

会場：広南病院東北療護センター
内容：　１　ＦＢＰを中心に画像再構成の原理
　　　　　２　ＯＳＥＭについて

　　　　　３　プロミネンスプロセッサーによる実習
　　参加人数：２０名とする

-　この計画で進めることで了承
-　参加者には、ソフトをあらかじめインストールする必要があるため、早めに公募していく。
７．その他
①　講演依頼におけるに講師謝礼金について

　　今後の相談等の依頼に対しての講師謝礼について
２３年度第１２回常務理事会で協議した結果、詳しいことは税理士・弁護士に相談してから決めることとしたが相談していない。会で行うものに関しては、会の手当てで対応してはどうかという意見があったが、文章化している規程・内規がない。理事の在籍する施設でどのように対応しているか調査してから決めることとする。
2 Ｗｈｏｌｅ　Ｂｏｄｙ検査依頼について
　日本放射線技師会北村理事よりＷｈｏｌｅ　Ｂｏｄｙ検査の依頼について、その後正式な依頼がない。

　各部・委員会報告事項
１．総務部

①　日本放射線技師会の生涯学習ポイント

申請について
日本放射線技師会の申請基準が厳しくなり、開催日の一ヶ月前に申請しないとポイントが認められない。

申請は開催の３２日前までに、プログラム等を教育委員の佐々木氏までに提出してほしい。詳細は理事会で報告する。
２．法人部
①　平成２４年度レントゲン週間の会場について

　東北電力グリーンプラザ・アクアホールの利用に決定した。

　　平成２４年１１月１３日～１１月１７日
②　宮城県主催　「放射線に関する相談会・セミナー」

　の参加報告
イベント担当：宮城県原子力安全対策室

３月２８日（水）　仙台市　　来場者５０名
３月２９日（木）　栗原市　　来場者１００名
３月３０日（金）　白石市　　来場者１２０名
　宮城県保健福祉部次長より、技師会の相談内容と回答内容について問い合わせが来ている。相談会に参加した会員の報告をまとめてメールで内容を理事に送る。確認が取れたら中間報告の形で報告する予定である。
③　平成２３年度県民公開講演会の報告

日時：３月２５日（日）、１３時～１５時　

会場：鶴ヶ谷コミュニティセンター３Ｆ

講演１．

講演名：福島原発事故による健康影響について

講　師：村井法人部長
講演２．

講演名：認知症を知る

講　師：平岡宏太良先生

　　　　　（東北大学サイクロトロン・ＲＩセンター　
　　　　　　　　　　　　　サイクロトロン核医学研究部助教）

　来場者３３名
④　其の他
ⅰ　４月７日、ＪＡＲＴ認定「放射線管理士」認定講習会学習教材収録終了（講師：村井）
ⅱ　４月２８日、平成２４年度村田町保健推進委員会定期総会で講演

　演題名：「放射線と健康影響について」

　講師：村井

ⅲ　５月１１日、青葉画像研究会で話題提供

　　「県南地区での被ばく相談活動を通じて」

　演者：村井法人部長
３．学術部
①　スキルアップカンファレンスのについて

第３回のスキルアップカンファレンスを５月１６日(水)に開催する。

②　23年度特別講演会報告
　演題：「医療安全活動について～ＫＹＴを中心に～」
　参加人数：４１名

４．福利厚生部
①　23年度定年退職者及び表彰祝賀会報告

参加人数５２名、賛助会員の参加が例年より少なかった。

②　ボーリング大会について
震災の影響で会場が取れなく、中止としたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了承
５．広報部
ホームページのリニューアル作業の進捗状況について

本日、理事に対して、最終段階の状況確認のためのテストサイトを提示した。気が付いた処があったらメールで連絡して欲しい。
残る作業は、放射線検査案内に乳房撮影の追加と
現行ホームページの中にある

１．人体に関わる放射線の種類と性質
２．放射線の人体への影響

３．放射線の種類と単位

の部分を放射線の基礎として、「一般のみなさまへ」の中に追加作業中である。
６．新法人移行推進委員会

　　新法人移行の進捗状況について

　３月９日に申請してから、県の状況待ちであるが、この
間、電話で何回かやり取りをした。年度途中の移行を懸
念していたが、年度を申請の基準とするため、再申請を
しなくても良いという回答があった。明日、面談をして確
認をしてくる。

７．財務月例会計報告（３月分）
①　郵便貯金より、２，２５０，０００円を手許現金化した。

2 会誌・総会資料印刷代金４８７、０７４円振り込む。
3 漏洩線量測定費用、４０，０００円名取医師会より振り込まれた。

4 ホームページ更新作業料金９１５，０００円振り込む。

5 線量計校正費用５１，９７５振り込む。
6 会報郵送費、ヤマト運輸４９，５４０円を振り込む。
８．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。

２０１２年　４月　１１日

議　　　　　長

会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞

議事録署名人　

常務理事    立花　茂　　㊞

常務理事  　　村井　均　　㊞

